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多様な個性が輝ける職場づくり
～長野県福祉人材確保・定着支援セミナーから～ 
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福祉に限らず、「働き方」とその価値観が多様になっています。また、人口減少社
会の中で、福祉だけでなく全産業（業界）で働き手の不足と外国人労働者に頼らざ
るを得ない現実があります。
こうした状況を踏まえ、長野県社会福祉協議会では「外国人人材」と「週休三日
制」を切り口に、多様な働き方と価値観を活かした福祉・介護事業所の人材確保や
定着について考える「長野県福祉人材確保・定着支援セミナー」を開催しました。
（１月１８日・オンラインで実施）

特集　みんなで取り組む　地域共生・信州

多様な個性が輝ける職場づくり
～長野県福祉人材確保・定着支援セミナーから～ 

多
様
な
職
員
と
共
に
働
く
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多
様
な
個
性
が
、

多
様
な
人
に
応
え
る

伸
こ
う
福
祉
会
を
ひ
と
言
で
表
す
と
、「
多

様
な
職
員
の
集
合
体
」
で
す
。「
多
様
」
と
い

う
の
は
外
国
籍
の
人
、
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な

く
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
人
、
障
が
い
、
難
病
を
抱
え

て
い
る
な
ど
、
本
当
に
い
ろ
い
ろ
な
人
が
働
い

て
い
ま
す
。
20
～
60
代
の
年
代
別
職
員
数
は
ほ

ぼ
同
じ
、
10
代
、
70
代
の
方
も
い
ま
す
。
そ
し

て
14
カ
国
48
人
の
外
国
人
職
員
が
働
い
て
い

ま
す
。

「
な
ん
で
、
こ
れ
だ
け
い
ろ
い
ろ
な
人
を

採
用
し
て
い
る
の
」
と
聞
か
れ
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
人
手
不
足
も
理
由
で
す
が
、
そ
れ
よ
り
も

伸
こ
う
福
祉
会
の
多
様
な
個
性
が
、
多
様
な

人
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
と
考
え
て

い
ま
す
。
お
互
い
の
理
解
不
足
か
ら
ト
ラ
ブ
ル

も
あ
り
ま
し
た
が
、
職
員
の
努
力
で
解
決
し
て

き
ま
し
た
。

「
想
い
」
は
見
え
る
も
の
に

年
齢
や
ル
ー
ツ
、
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
が

違
う
人
間
が
一
緒
に
働
い
て
い
く
た
め
に
、

「
想
い
を
共
有
す
る
」
「
蚊
帳
の
外
に
し
な

い
」
こ
と
を
大
事
し
て
い
ま
す
。
伸
こ
う
福

祉
会
で
は
共
有
の
方
法
を
工
夫
し
て
い
ま

す
。
法
人
の
基
本
理
念
は
、
「
伸
こ
う
福
祉

会
と
い
う
森
へ
よ
う
こ
そ
」
と
い
う
童
話
と

映
像
に
し
て
全
職
員
に
配
っ
て
い
ま
す
。
童

話
は
日
本
語
を
含
め
四
カ
国
語
で
書
か
れ
て

い
て
、
誰
も
が
何
時
で
も
振
り
返
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
新
規
採
用
職
員
は
、
基
本
理

念
を
学
ん
で
か
ら
、
仕
事
に
つ
い
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

理
念
だ
け
で
な
く
、
価
値
観
の
共
有
も
必

要
と
感
じ
て
い
ま
す
。
法
人
が
大
き
く
な
る
中

で
、
中
途
採
用
職
員
も
増
え
ま
し
た
。
実
例
で

す
が
、
亡
く
な
っ
た
入
所
者
を
、
私
た
ち
は
玄

関
で
お
見
送
り
し
て
い
た
の
で
す
が
、
他
法
人

か
ら
移
っ
て
き
た
職
員
は
、「
今
い
る
入
所
者

を
大
切
に
す
る
べ
き
。
お
見
送
り
は
必
要
な
い

の
で
は
」
と
価
値
観
・
意
見
の
相
違
か
ら
論
議

が
起
き
ま
し
た
。

ど
ち
ら
も
正
解
な
の
で
す
が
、
伸
こ
う
福
祉

「理念の共有」体系図

足立聖子 氏

伊藤　満 氏
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会
と
し
て
の
価
値
観
・
正
解
を
決
め
る
必
要
が

あ
り
、
ク
レ
ド(

法
人
の
信
条
、
価
値
観
を
簡

潔
な
言
葉
で
ま
と
め
た
も
の)

と
し
て
『
ク
ロ

ス
ハ
ー
ト
ベ
ー
シ
ッ
ク
』
を
つ
く
り
、
共
有
し

て
い
ま
す
。

必
要
な
の
は
、
職
員
へ
の

個
別
ケ
ア

私
は
、
職
員
に
こ
そ
個
別
ケ
ア
が
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。
保
健
師
と
の
面
談
、
理
事
長
へ

の
手
紙
等
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、「
み
ん
な

い
ろ
ん
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
お
互
い
様
」

と
い
う
こ
と
を
、い
ろ
い
ろ
な
場
で
何
度
も
伝

え
て
い
ま
す
。

外
国
籍
職
員
は
、
日
本
で
働
こ
う
と
と
て

も
意
欲
的
で
す
が
、日
本
の
習
慣
、
介
護
保
険

制
度
を
知
ら
ず
、
行
き
詰
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
伸
こ
う
福
祉
会
に
は
、
外
国
籍

職
員
で
つ
く
る
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ク
ラ
ブ

が
あ
り
、
そ
こ
で
自
分
の
理
解
で
き
る
言
葉
で

研
修
を
受
け
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

職
員
と
し
て
何
を
す
る
の
か
、
守
っ
て
欲
し
い

ル
ー
ル
を
学
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ

と
は
別
に
、国
際
交
流
推
進
室
も
あ
り
、
相
談

事
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

外
国
人
に
限
ら
ず
、
職
員
に
働
き
続
け
て

も
ら
う
に
は
、
リ
ー
ダ
ー
が
「
想
い
」
を
伝
え

続
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
規
模
や
場
所
で
状

況
は
違
い
ま
す
が
、で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て

い
く
こ
と
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

新
し
い
働
き
方
に
向
け
た

チ
ャ
レ
ン
ジ
を

 

岐
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働
き
手
の
意
識
の
変
化
に

合
わ
せ
て

慢
性
的
な
人
材
不
足
の
な
か
、
働
き
手
の
意

識
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
岐
協
福
祉
会

で
も
、こ
れ
か
ら
の
経
営
・
人
材
確
保
に
つ
い

て
総
合
的
に
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
週
休
三
日
制
導
入
や
託
児
所

の
設
置
、
20
万
円
の
就
職
祝
い
金
、
地
域
交
流

室
の
開
設
、
難
易
度
別
で
の
業
務
整
理
な
ど
、

様
々
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

４
月
に
開
設
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
養
の
職
員

を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、早
々
に
必
要
人
員
を
採

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
の
新
施
設
の

職
員
は
、ほ
と
ん
ど
が
週
休
三
日
制
を
選
ん
で

き
ま
す
。

Ｓ
パ
ー
ト
と

地
域
社
会
か
ら
の
信
頼

岐
協
福
祉
会
で
は
、
Ｓ
パ
ー
ト(

Ｓ
は
、

Ｓ
ｐ
ｏ
ｔ
・
Ｓ
ｈ
ｏ
ｒ
ｔ
・
Ｓ
ｉ
ｌ
ｖ
ｅ
ｒ

の
Ｓ)

と
い
う
短
時
間
（
８
時
30
分
～
10
時

30
分
）
勤
務
の
職
員
を
雇
用
し
て
い
ま
す
。

難
易
度
が
低
い
下
げ
膳
や
清
掃
、
ベ
ッ
ト
メ

イ
ク
を
や
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
Ｓ

パ
ー
ト
職
員
、
も
と
も
と
施
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
活
躍
し
て
い
た
近
所
の
高
齢
者
の
方

で
、
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
短
時
間
勤
務
に

し
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
呼
び
か
け
に
多
く
の

方
が
応
え
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
Ｓ

パ
ー
ト
が
、
週
休
三
日
制
を
導
入
す
る
支
え

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

「
社
会
に
認
め
ら
れ
な
い
企
業
は
、
安
定

運
営
で
き
な
い
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
地
元
か

ら
「
高
齢
者
の
行
き
場
所
を
つ
く
っ
て
欲
し

い
」
と
い
う
声
を
受
け
、
４
月
に
開
所
す
る

施
設
に
地
域
交
流
室
を
つ
く
り
ま
し
た
。
外

国
人
職
員
の
住
ま
い
が
課
題
に
な
り
ま
す

が
、
空
き
家
対
策
協
議
会
の
協
力
を
得
て
確

保
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
岐
協

福
祉
会
が
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
法
人
理
念

の
第
一
に
掲
げ
取
り
組
ん
で
き
た
か
ら
こ
そ

実
現
で
き
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

人
材
確
保
へ
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

週
休
二
日
制
だ
と
16
時
間
勤
務
が
あ
る
・

休
日
日
数
が
少
な
い
な
ど
職
員
負
担
も
大
き

い
で
す
が
、
週
休
三
日
制
で
は
、
16
時
間
勤

務
は
解
消
さ
れ
、
１
５
７
日
と
い
う
１
年
の

約
半
分
が
休
日
と
な
り
ま
す
。
施
設
側
も
職

員
一
人
週
40
時
間
勤
務
を
確
保
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
ま
た
、
パ
ー
ト
・
Ｓ
パ
ー
ト
を
組

み
合
わ
せ
て
い
け
ば
、
24
時
間
バ
ラ
ン
ス
が

と
れ
た
職
員
を
配
置
で
き
る
と
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
て
い
ま
す
。

勤
務
制
度
の
見
直
し
だ
け
で
な
く
、
処
遇

改
善
交
付
金
取
得
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の

見
直
し
、
満
床
で
の
運
営
な
ど
で
予
算
を
確

保
し
、
人
材
確
保
・
職
員
へ
の
還
元
に
回
し

安
定
運
営
を
図
っ
て
い
ま
す
。

新
施
設
の
職
員
は
週
休
三
日
制
を
選
択
し

て
い
ま
す
が
、
も
と
も
と
の
職
員
は
大
多
数

が
週
休
二
日
を
選
択
し
て
い
ま
す
。
変
化
に

は
不
安
が
伴
う
も
の
で
す
が
、
時
代
に
合
わ

せ
「
い
ま
ま
で
の
や
り
方
」
を
変
え
て
行
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
24
時
間
体
制
の
福
祉
施

設
で
週
休
三
日
制
が
定
着
す
る
か
、
新
施
設

で
週
休
三
日
制
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
が
ら
、

他
の
事
業
所
に
も
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

勤務イメージ 10 時間勤務 週当たり 4 回

月
火
水
木
金
土
日

7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24
○　10時間勤務

○　10時間勤務

○　10時間勤務

☆　10時間勤務

10時間勤務
○7：30～18：30
△11：00～22：00
☆21：30～8：30

月
火
水
木
金
土
日

7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24
●　8時間勤務

●　8時間勤務

▲　8時間勤務

★　16時間勤務

8時間勤務
○7：30～16：15
△10：15～19：00
☆16：15～9：45
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信
州
ふ
っ
こ
ろ

プ
ラ
ン

ｖｏ
ｌ
．❽  

プ
ラ
ン
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す

長
野
県
地
域

福
祉
活
動
計
画

進
め
！

り
、ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

多
様
性
あ
ふ
れ
る
人
々
が
出
会
い
、
ボ

ラ
ン
タ
リ
ー
に
つ
な
が
る
拠
点
と
し
て
、市

町
村
の「
ま
ち
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
」機
能
の
充
実
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
て
、

福
祉
と
教
育
、
商
工
業
、
農
業
な
ど
多
様

な
分
野
が
連
携
し
た
「
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
」
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
、
多
様
な

個
性
を
持
つ
人
た
ち
が
活
躍
で
き
る「
ご

ち
ゃ
ま
ぜ
」の
地
域
づ
く
り
、
職
場
づ
く

「ともに生きる」を発信するⅠ

◉多様な個性を認め合う「ごちゃまぜ」の力を原動力に、
　共生の地域・職場・まちづくりを推進します

に力動原のりくづちまを力の」ぜまゃちご「 ①

社会教育と福祉の連携 多様な産業と｢就労支援｣で連携
●公民館活動など社会教育活動との連携
を深め、住民が地域の多様性や生活課
題を学び解決のために行動する取組
を、県域や市町村域で応援

●農協、生協、企業等と福祉施設や
　まいさぽが就労支援で連携
●地場産業や商店を支え、まちづくり
に貢献

<大切にしてきたもの>
●自発性、手づくり
●福祉当事者参加
●地域コミュニティとの連携

<チャレンジしたいこと>
●社会教育活動との連携強化
●まちづくりへの貢献
●インターネットの活用

「ごちゃまぜ」の力をまちづくりの原動力に

まちづくりボランティアセンター
機能の確立と充実

■ 取組イメージ

りんご通信
令和元年東日本台風災害 復興の取組

まちの縁側ぬくぬく亭（長野市豊野地区）
900戸以上の住宅被害のあった長野市豊野地区。被災したエリアの中心地で発

災1週間後から支援団体によりスタートした炊き出し活動は、徐々に地元の住民や
ボランティア団体、さらに、事業所自体が被災した社会福祉法人賛育会が加わり、
「あったか食堂」という名称で展開されました。あったか食堂は、テントで炊き出し
を続けてきましたが、発災から2か月後の12月12日、プレハブが設置されて「まちの縁側ぬくぬく亭」が誕生しました。

ぬくぬく亭は、常駐スタッフを配置する賛育会をはじめ、地元ボランティア団体、社協、NPO等の13団体が協力して運
営。“まちの縁側”“アウトリーチ訪問”“ボランティアコーディネート”等の主に３つの機能が発揮されてきました。まちの
縁側では、地元のボランティアも常駐し地域の温かい雰囲気の中で、定期的に通う被災者やフラっと立ち寄る地域の方
などが、毎日楽しく雑談を繰り広げられています。地元支援団体“集楽元快”の清水さんは「今の時代、雑談できる場所が
なかなか無い。こうやってごった煮で人が集まり、雑談が繰り返されることで本物のつながりが生まれる。また、雑談の中

からいろんな情報を得ることもできる」と話します。
ぬくぬく亭は、令和3年4月、現在のプレハブから豊

野支所１階に引っ越し、運営の中心も住民（住民自治
協議会）に移行される予定です。災害がきっかけで立ち
上がった活動が、住民主体の活動として地域に着地し
ます。令和3年３月２１日（日）には、これまでの「ありが
とう」とこれからも「頑張ろう」を表す「ぬくぬくフェス
タ」を開催し、新たな門出を迎えていきます。

炊き出しをきっかけに人が集まり、生活ニーズの調
査へと活動が広がる。

令和2年3月からは支所の駐車場の一角
にプレハブを移設して活動してきました。

「お互いさまのおかげさま」毎日顔を合わせ
て雑談。お裾分けの料理に話が弾みます。

長野復興ちゃんねるにて
被災地から情報を発信中
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県社協情報局

第3回オンライン福祉の職場説明会を
開催しています

○オンライン福祉の職場説明会について
福祉人材センターでは、長野労働局、長野県等と連携し、福祉職への就職を考えている方、福祉・介護の仕事
に興味のある方を対象に県内各地で「福祉の職場説明会・就職相談会」を開催しています。令和2年度は、新た
にネットを活用し、オンラインで事業所の紹介と説明会を行うことにより、長野県外の方でも移動することなく、
また県内の方でも自宅等の場所で、福祉・介護人材の求人事業所と求職相談できる「オンライン福祉の職場説明
会」も時期を合わせて開催しています。

○オンライン福祉の職場説明会の流れ
①開催期間内に「信州福祉・介護のひろば」ホームページにアクセスします。
 http://www.fukushi-nagano.jp/ もしくは右記QRコードから
②「オンライン福祉の職場説明会」をクリックすると、掲載事業所が市町村別に表示され
 ます(掲載事業所数約90事業所)。
③事業所の写真をクリックすると、その事業所の詳細情報、求人情報が表示されます。
④求職者が、事業所詳細ページの下部にあります「問い合わせフォーム」より入力すると、その情報が福祉人材センターに
届きます。
⑤求職者から問い合わせがあった場合、福祉人材センターから連絡がありますので、別途打合せをお願いします。Zoom
を使った説明会の場合、事前にリハーサルを行うこともできます。また、当日は福祉人材センターが進行を務めます。

○過去2回の状況から
過去2回開催しましたが、一般の方の参
加のほかにも、県外の大学等に通ってい
る学生の方からの参加も多くなっていま
す。また、3月は長野市・松本市で会場型
の説明会も開催します。令和3年度も会場
型・オンライン型の説明会を行い、長野県
内外の求職者が福祉・介護の事業所とつ
ながれる機会を提供していきます。

○今後の予定

http://fukushi-nagano.jp/
長野県社会福祉協議会　福祉人材センター
TEL：026-226-7330　E-Mail：jinzai@nsyakyo.or.jp

≪第3回オンライン福祉の職場説明会≫
■事業所特設サイト掲載期間：令和3年2月22日（月）～3月19日（金）

≪第3回福祉の職場説明会・就職相談会≫ 13:30～15:30
■松本会場：令和3年3月1日（月）キッセイ文化ホール

43事業所参加予定
■長野会場：令和3年3月5日（金）メルパルク長野

55事業所参加予定
　※新型コロナ感染症予防等のため、会場の変更や中止となる場合があります。 第2回福祉の職場説明会・就職相談会（松本会場）の様子

信州福祉・介護のひろば
ホームページ
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里山の現状
安曇野市明科清水地区は地域面積の約80%を森林が占
めており、コナラ・クヌギ・ケヤキといった広葉樹が多く、アカ
マツ・カラマツなどの針葉樹の他、集落周辺には、竹林が生
息しています。近年アカマツは、松くい虫被害により枯損して
いるものが多く県内各地でも同様に、かつて利用されていた
広葉樹、竹林については、手入れが進まず荒廃が懸念されて
いる状況です。

地域のつながりで里山を守る活動
清水地区には9世帯22人が生活しており、準限界集落の状態です。この地区に引っ越してきた清水里
山整備協議会会長丸山健太氏は、若い世代を中心に「10年20年後も清水で暮らし続けるために今から

できること」として里山をきれいにする活動を住民に発案し、
2018年11月から、長峰山の整備に励むＮＰＯ法人森倶楽部
２１の協力を得て、地区のシンボルである光久寺・薬師堂の
屋根を覆う竹の整備が始まりました。2019年６月、清水地区
の竹林が安曇野市の『さとぷろ。』学校の講座会場となった
ことをきっかけに参加者の中からその後の活動に協力して
くれる人ができました。2019年8月には長野県森林づくり県

民税を活用するための「清水里山整備協議会」を発足。森林税を活用し作業道ができ、作業する道具を
補助金で購入し、整備活動は軌道に乗り竹に覆われていたシンボルがスッキリとみえるようになりまし
た。また作業後には参加者みんなで一緒に食べる機会をつくり、高齢で作業ができない住民も得意な
漬物を差し入れするという形での参加を呼びかけ、地域内外問わず子供から高齢者までが参加できる
場となっています。
丸山健太氏は「竹が切れなくても必要じゃない人はいない。そういう雰囲気と清水の人たちがずっと
守ってきた美しい里山が、いろんなつながりを生んでくれていると感じている。これからも清水の良さ
をいろんな縁とつないでいきたい。来年度は切って燃やしていただけの竹の活用(少し稼げる仕事づく
り)、きれいになった里山でヨガ教室、宿泊体験ができる拠点作り等を準備中。清水地区の住民と活動
を通してつながることで住民が増えてほしい」と今後の
展望と熱い思いを語ってくれました。

地元で暮らし続けること
全国で人口減少により地域が維持できなくなり、「地
元で暮らし続けたい」という思いが実現困難になるとこ
ろが増えてくることが予測されます。地域の魅力を再発
見し、地域内外へ発信することで地域の活性化や交流
が進み、思いの実現につながっていくと思います。

清水里山整備協議会
E-mail kchsk-m1024@outlook.jp

お問い合わせ先準限界集落
５５才以上の人口が集落人口の 50％を超え、現在は集落の担い手が確保されて
いるものの、近い将来、その確保が難しくなっている限界集落予備軍的存在になっ
ている集落。夫婦のみ世帯と準老人 (55 ～ 64歳まで ) 夫婦世帯が主。
(大野晃、限界集落と地域再生、2008信濃毎日新聞社 )

地域のつながりで里山を守る
清水里山整備協議会
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●ご感想、お問合せ、
　掲載希望等は下記へ
　お寄せください。

長野県社会福祉協議会
総務企画部 企画グループ
TEL 026-228-4244
FAX 026-228-0130
E-mail kikaku@nsyakyo.or.jp

長野県
社会福祉協議会

長野県福祉研修
実施団体

きゃりあねっと

福祉・
介護べんり帖

信州福祉・
介護のひろば

webでもご覧になれます

福祉の現場で活躍する
ヒーローたちをご紹介します。

ウェブサイト“ひとりひとりが社会福祉HERO‘S”から引用しています。
http://www.shafuku-heros.com/

webでも
ご覧になれます

ハザードマップを見ながら、地域情報や課
題を話すグループワーク

箕輪町法人連絡会メンバー（6法人）
（福）平成会／（福）長野県社会福祉事業団／
（福）サン・ビジョン／（福）上伊那福祉協会／
（福）ふれあい／（福）箕輪町社会福祉協議会

オンラインも活用し、防災への取組を学び
話し合う

お互いの顔の見える関係性づくり・助け合
える関係づくり

（福）ふれあい　施設長秋葉智大さん

障害のある人の表現活動にかかわって
いると、障害の重い、それも言葉によるコ

ミュニケーションが苦手な人の、クレヨンなどでぐりぐりとそのリズムを楽しむかのような表現によく出会
う。こういった表現は単なる殴り描きであり、稚拙な表現として、アートではないと評価され、スルーされ
ることが多い。果たしてそうなのか？
竹内さんがクレヨンを手にしたとき、これまでの人生の中の記憶から、様 な々風景、デキゴト、感じたこ

とが脳の中ではイメージされており、ただそれが障害ゆえにそのイメージが、手先の動きとうまく連動して
いないだけなのかもしれない。この何度も行ったり来たり、グルグル回転した線には竹内さんのモノガタ
リ、想い、そしてその時の感情が込められている。それを『アート』と言っていいのだろう。世界的に有名な
現代アートの作家の中にもこのような殴り描きの表現（スクリブルという）をする人がいる。それとどこが
違うのか？今日も竹内さんは楽しそうに夢中にクレヨンをぐりぐり、ぐるぐる。	（ながのアートミーティング　取材）

『無題』　

クレヨン、油性ペン

作者：竹内 一貴（たけうち かずき） 34歳　
駒ケ根市在住
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災害時たすけあい計画検討会の様子
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